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第１章 公共事業の概要
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１． 公共下水道の沿革

本市の公共下水道事業は、市街地の多くが低平地に存在しており、ポンプによる強制排水

を必要とするなど、降雨に対して非常に弱い地域が連なっていることから、市の中心部の浸

水対策を主目的として、昭和２９年から合流式により整備にとりかかり、昭和３７年１０月

に供用開始しました。

その後、市勢の発展にともなって計画区域の拡大を図り、単独公共下水道として四日市市

土地開発公社・日本住宅公団（現：独立行政法人 都市再生機構）などの団地も含めながら、

市中心部に連たんする地域の事業認可を取得し、整備区域の拡大を図ってきました。

また、昭和５１年に策定された四日市・鈴鹿水域流域別下水道整備総合計画により、三

滝・海蔵川以北を北勢沿岸流域下水道（北部処理区）、内部・鈴鹿川以南を同（南部処理区）、

及びこれらに挟まれた区域を単独公共下水道として位置づけられました。

北勢沿岸流域下水道関連公共下水道の北部処理区は昭和５２年、南部処理区は平成２年に

事業認可を取得し、北部処理区は昭和６３年から、南部処理区は平成８年から一部供用を開

始しました。

なお、北部処理区では、平成３年度から平成８年度にかけて、富田富洲原雨水１号幹線を

景観回復と親水性の高い水辺空間の提供を目的に「水緑景観モデル事業」として『水と緑の

せせらぎ広場』を整備しました。また、南部処理区では、平成４年度から磯津地区において、

「真空式下水道システム」を採用した「アイデア下水道」として整備を行いました。

単独公共下水道においては、市中心部での雨水地下浸透及び貯留能力の減少等による雨水

流出量の増大に対処するため、平成２年度から平成５年度にかけて「諏訪公園雨水調整池」

を建設し、平成１７年度から平成２２年度にかけて「中央通り貯留管」を建設しました。ま

た、桜地区では、鈴鹿山麓研究学園都市の開発による公共用水域の水質保全と周辺地域の生

活環境改善を目的として、平成５年度から特定環境保全公共下水道に着手しました。

平成２８年度から日永浄化センターの第４系統が一部運転開始し、高度処理を開始しました。

都市下水路事業については、公共下水道の雨水整備に先立ち、市街地の雨水排除、浸水解

除を目的として、昭和３６年度より整備に着手しました。

このうち、落合都市下水路ほか９箇所におきましては、公共下水道に切替え、残っていた

朝明都市下水路についても平成１８年度に事業完了となりました。

平成１７年度からは、企業会計方式の全部適用や上下水道局への組織統合を行い、経済的 
で効率的な整備や下水道財源の健全化を図りながら、より一層の下水道の普及を目指し、事

業を推進しています。 
平成１７年度から市中心部の合流式下水道区域において、合流式下水道緊急改善事業に取

り組み、平成２５年度に阿瀬知・常磐貯留管等の施設を供用開始し、事業完了となりました。 
また、平成２１年度から地震対策事業を開始し、重要施設から順次、耐震化を図っています。 

汚水対策事業としては、平成２８年２月に四日市市生活排水処理施設整備計画を策定し、

令和７年度の市街化区域の概成を目指し、整備を進めます。 
また、令和２年３月に四日市市生活排水処理施設整備計画の改定をし、市街化調整区域の生

活排水処理施設は、合併処理浄化槽で整備を進めます。 
雨水浸水対策としては、令和３年６月に四日市市雨水管理総合計画を策定し、令和４年度

に浜田通り貯留管が供用開始しました。 
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２２．．公公共共下下水水道道ののああゆゆみみ年年表表

公 共 下 水 道 事 業 の あ ゆ み

年 月 旧下水道法の制定

年 月 （旧）富洲原村（現在の富田一色町）で、下水道工事に着手

年 月 公共下水道事業に着手

年 月 単独公共下水道事業の当初認可取得

年 月 茂福ポンプ場が運転開始

年 月 下水道法（現行）の制定

年 月 四日市市公共下水道条例を制定

阿瀬知ポンプ場が運転開始

月 塩浜都市下水路事業に着手（第一期）

伊勢湾台風襲来（死者１１５人）

年 月 特別会計設置

年 月 納屋ポンプ場が運転開始

年 月 高花平浄化センターが運転開始

月 浜田、新正地区で公共下水道供用開始

年 月 雨池都市下水路事業に着手（第一期）

月 四日市都市計画下水道事業受益者負担金に関する省令を制定

年 月 日永浄化センターが運転開始

年 月 四日市市水洗便所改造助成条例を制定

月 朝明浄化センターが運転開始

年 月 坂部浄化センターが運転開始

年 月 磯津第２ポンプ場が運転開始

月 泊山浄化センターが運転開始

月 朝明都市下水路事業に着手

月 水質汚濁防止法の制定

年 月 四日市地域公害防止計画事業の開始

下水道使用料　基本水量・超過水量（２区分）制に移行

月 常磐ポンプ場が運転開始

年 月 雨池都市下水路事業に着手（第二期）

年 月 橋北ポンプ場が運転開始

月 朝明ポンプ場が運転開始

年 月 羽津都市下水路事業に着手

月 四日市都市計画下水道事業受益者負担に関する条例を制定

月 塩浜都市下水路事業に着手（第二期）

年 月 中部浄化センターが運転開始

月 集中豪雨による被害（17,000戸浸水）

年　　　　月

（大正）

（明治）

（昭和）

− 73 −



公 共 下 水 道 事 業 の あ ゆ み年　　　　月

年 月 下水道使用料改定実施（平均改定率4.5％　超過水量３区分に改正）

年 月 羽津ポンプ場が運転開始

月 北勢沿岸流域下水道（北部処理区）関連公共下水道事業の当初認可取得

年 月 下水道使用料改定実施（平均改定率32.2％）

年 月 雨池ポンプ場が運転開始

月 中央ポンプ場が運転開始

月 伊勢湾総量規制の施行

月 集中豪雨による被害（5,600戸浸水）

月 羽津茂福都市下水路事業に着手

年 月 下水道使用料改定実施（平均改定率33.1％）

年 月 高砂ポンプ場が運転開始

月 下水道使用料改定実施（平均改定率31.8％　超過水量６区分に改正）

年 月 南部第１ポンプ場が運転開始

月 新富洲原ポンプ場が運転開始

年 月 塩浜第１ポンプ場が運転開始

月 下水道使用料改定実施（平均改定率35.1％）

年 月 白須賀ポンプ場が運転開始

年 月 下水道使用料改定実施（平均改定率39.1％）

年 月 北勢沿岸流域下水道北部浄化センター（川越町地内）が運転開始

月 下水道使用料徴収事務、隔月制度採用

南部第２ポンプ場が運転開始

元 年 月 大井の川ポンプ場が運転開始

月 下水道使用料改定実施（平均改定率19.1％　超過水量８区分に改正）

年 月 北勢沿岸流域下水道（南部処理区）関連公共下水道の当初認可取得

年 月 落合ポンプ場が運転開始

月 富田富洲原雨水１号幹線が「水緑景観モデル事業」として認定される

年 月 下水道使用料改定実施（平均改定率10.7％、消費税転嫁3％）

月 磯津処理分区が「アイデア下水道」（真空式下水道）として認定される

年 月 諏訪公園雨水調整池が供用開始

月 桜特定環境保全公共下水道事業に着手

年 月 磯津第１ポンプ場が運転開始

月
『諏訪公園雨水調整池電気室外壁デザイン』が【建設大臣賞（いきいき下
水道賞）】を受賞

年 月 北勢沿岸流域下水道南部浄化センター（楠町地内）が運転開始

月 下水道使用料改定実施（平均改定率26.3％）

月 磯津中継ポンプ場（真空式）が運転開始

月 午起ポンプ場が運転開始

月 四日市・鈴鹿水域流域別下水道総合計画（変更）が承認される

年 月 富田富洲原雨水１号幹線（水循環再生下水道モデル事業）が完成

（平成）
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公 共 下 水 道 事 業 の あ ゆ み年　　　　月

月 下水道使用料　消費税改定（5％）

月 水循環再生下水道モデル事業が完成し「水と緑のせせらぎ広場」の名称

となる

月 『水と緑のせせらぎ広場』が【三重県さわやかまちづくり賞】を受賞

年 月 『水と緑のせせらぎ広場』が【四日市市都市景観賞】を受賞

月 『水と緑のせせらぎ広場』が【建設省の手づくり郷土賞】を受賞

年 月 智積中継ポンプ場が運転開始

年 月 集中豪雨（東海豪雨）による被害（約2,150戸浸水）

年 月 地方公営企業法の一部適用開始

月 泊汚水中継ポンプ場が運転開始

年 月 三重郡楠町と合併

月 上下水道局へ組織統合、地方公営企業法の全部適用開始

年 月 中央通り貯留管建設に着手

月 河原田ポンプ場が運転開始

年 月 釆女中継ポンプ場が運転開始

月 生活排水対策（農業集落排水、合併浄化槽、コミニティ･プラント）

事業部門を上下水道局へ集約

年 月 下水道使用料改定実施（平均改定率30.0％　基本水量10㎥を5㎥に

　　　　　　　　　　　　超過水量４区分に改正）

年 月 中央通り貯留管が供用開始

年 月 合流改善施設(阿瀬知･常磐貯留管、橋北滞水池、納屋滞水池)が供用開始

下水道使用料　消費税改定（8％）

年 月 日永浄化センター 第４系統が運転開始

年 月 日永浄化センター 第１系統を廃止

年 月 下水道使用料改定実施（平均改定率25.0％、+40円/㎥）

年 月 新南五味塚ポンプ場が運転開始

元 年 月 四日市市下水道事業経営戦略策定

元 年 月 下水道使用料　消費税改定（10％）

年 月 吉崎ポンプ場が運転開始

年 月 農業集落排水処理施設の県地区を公共下水道に接続切替

年 月 浜田通り貯留管が供用開始

（令和）
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３３．．普普及及状状況況（令和５年度末）

人 口

人 口 ／ ／ ／

行 政 区 域 人

市街化区域 人

事業計画区域 人

処 理 区 域 人

※市街化区域人口は 国勢調査を基にした推計値

面 積

面 積 ／ ／ ／

行 政 区 域

市街化区域

事業計画区域

整 備 区 域

水洗化率

年度

処理区域 水洗化 水洗化率
供用 年後

水洗化率

戸 数

戸

人口

人

戸 数

戸

人口

人

／

％ ％

－

 
 

令和５年度末下水道普及率 四四日日市市市市

三 重 県

全 国
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４４．．下下水水道道事事業業のの推推移移状状況況 
本市は、市街地の多くが海岸沿いの低平地に存在し、ポンプによる強制排水を必要とする

など、降雨に対して非常に弱い地域が連たんしています。このため、本市の下水道事業は、

昭和２９年から市の中心部の雨水対策を主目的として着手し、昭和４５年以降は公共用水域

の水質保全対策等、汚水対策にも力を注いでいます。

汚水事業

雨水事業

整備対象面積（ ）を から に、さらに から に変更。

処理可能人口

水洗化人口
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普及率
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８２．３％

公共下水道整備面積

都市下水路整備面積
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５５．．事事業業費費及及びび財財源源のの推推移移    
公共下水道

 

都市下水路

 
※【財 源】 
平成 年度以前：公共下水道は建設改良費、都市下水路は都市下水路新設改良費とする。

平成 年度以降：公共下水道は管渠布設費、ポンプ場築造費、処理場築造費、公共下水道建設事務

費、固定資産購入費の合計とする。都市下水路は都市下水路築造費、都市下水路

建設事務費、固定資産購入費の合計とする。
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国庫補助金 地方債 その他特財 市費
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令和 

令和 
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６．維維持持管管理理費費及及びび下下水水道道使使用用料料のの推推移移

本市では、下水道事業の整備促進に伴い維持管理の対象施設も増加しており、これらの

下水道施設の機能を十分発揮させ、快適な環境で生活ができるよう管路の清掃・補修、ポ

ンプ場、処理場の維持補修を行っています。

また、下水道施設の管理の適正化を図るため、下水道台帳の作成も行っています。

① 公共下水道

② 都市下水路

※【維持管理費】

平成 年度以前：公共下水道は施設管理費、都市下水路は都市下水路管理費とする。

平成 年度以降：公共下水道は管渠費、ポンプ場費、処理場費の合計とする。

都市下水路は都市下水路費とする。       

0
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三三 重重 県県 のの 流流 域域 下下 水水 道道 事事 業業

７７．．計計画画のの概概要要  
四日市・鈴鹿水域流域別下水道整備総合計画

公共下水道の基本計画は、三重県の策定した「四日市・鈴鹿水域流域別下水道整備総合

計画」を上位計画として整備を進めていく予定です。「四日市・鈴鹿水域流域別下水道整

備総合計画」とは、亀山市及び鈴鹿市以北の三重県北勢地区の１０市町について水質環境

基準を達成維持するために必要な下水道の整備に関する計画です。

この計画において、これら１０市町の下水道整備については、「北勢沿岸流域下水道（北

部処理区）」として、四日市市北部、桑名市、いなべ市、川越町、朝日町、菰野町及び東

員町の３市４町、「同（南部処理区）」として、四日市市南部、鈴鹿市、亀山市の３市、並

びに「単独公共下水道」として、四日市市中央部、桑名市長島町、木曽岬町を整備するこ

とと位置づけられています。

四日市市の下水道は、この上位計画に基づき３つの区域に分けて市街化区域を中心に整

備を進める予定です。すなわち、三滝川・海蔵川以北を「北勢沿岸流域下水道（北部処理

区）関連公共下水道」、内部川以南を「同（南部処理区）関連公共下水道」及びそれらに

挟まれた区域を「単独公共下水道」として整備する計画であり順次都市計画決定、事業認

可を得て、事業効果の高い下流の人口集中地区から事業を実施しています。

木曽岬町 
菰 野 町 

いなべ市 

鈴 鹿 市 亀 山 市 

伊 賀 市 

名 張 市 

伊勢市 鳥羽市 

志 摩 市 
南 伊 勢 町 

度会町 

宮 川

村 
大紀町 

紀 北 町 

熊野市 

尾 鷲 市 

御浜町 

紀 宝 町 

大 台 町 

川越町 

明 和 町 

多気町 

松 阪 市 

桑名市 

朝日町 

四日市市 

津 市 

北勢沿岸流域下水道（北部処理区） 

北勢沿岸流域下水道（南部処理区） 

中勢沿岸流域下水道（志登茂川処理区） 

中勢沿岸流域下水道（松阪処理区） 

宮川流域下水道（宮川処理区） 

東員町 

玉城町 

中勢沿岸流域下水道（雲出川左岸処理区） 
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処理区別計画汚水量

令和元年 月 四日市・鈴鹿水域流域別下水道整備総合計画書

処理区名 市町村名
計画面積 計画人口 計画汚水量

人 ３ 日最大

北勢沿岸流域下水道

（北部処理区）

四四日日市市市市

桑名市

いなべ市

東員町

菰野町

朝日町

川越町

小計

北勢沿岸流域下水道

（南部処理区）

四四日日市市市市

鈴鹿市

亀山市

小計

日日 永永処処理理区区 四四日日市市市市

長 島処理区 桑名市

木曽岬処理区 木曽岬町

合 計
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四四日日市市市市ののフフレレーームム

  
 
 
 

四日市市全体 
 

 

人

 

 
 

 
四日市市北部 

 
四日市市中央部 

 
四日市市南部 

 

 
人

 
人

 
人

 

    

 

 

 
 

北勢沿岸流域下水道 
  

計 画 
区域外 

 
 

単独公共下水道 

  
計 画 
区域外 

  
北勢沿岸流域下水道 

  
計 画 
区域外 北部処理区     

南部処理区  

人
人

人
人

人
人

     

                                                                                       上段：計画面積 
                                                                                       下段：計画人口 
 

＊ 人口については令和 年を想定 （平成 年見直しによる）

行政人口 ２９３ ０００人

処理区域人口 ２８２ １８０人

処理区域外人口 １０ ８２０人

全体計画処理面積 ７ ３７４ ３
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流域下水道計画

北勢沿岸流域下水道（事業主体 三重県）

処 理 区 北 部 処 理 区 南 部 処 理 区

全 体 計 画

区 域
四日市市の三滝川、海蔵川

以北の地域

四日市市の内部川以南、鈴

鹿市までの地域

関 係 市 町
四日市市の北部地域、 四日市市の南部地域、

桑名市、いなべ市、東員町 鈴鹿市、亀山市

川越町、朝日町、菰野町

計 画 面 積

計 画 人 口 人 人

日最大汚水量 ３ 日 ３ 日

浄化センター 北部浄化センター

（約

南部浄化センター

（約 ）（面積）

幹線管渠延長 約 約

計画目標年次 令 和 ２２ 年 令 和 ２２ 年

事 業 計 画

計 画 面 積

整備計画人口
人 人

人 人

日最大汚水量 ３ 日 ３ 日

（整備対象） ３ 日

〃 ３ 日 ３ 日

（処理対象） ３ 日 ３ 日

幹線管渠延長

四日市幹線 四日市南部幹線

川越幹線 楠幹線

朝日幹線 鈴鹿川幹線

東員南部幹線

事 業 費 約 億円 約 億円

事業施行期間 昭和 ～令和 年度 昭和 ～令和 年度

：四日市市
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公共下水道計画

区 域 単独公共下水道
流域 北部処理区 流域 南部処理区

合 計
関連公共下水道 関連公共下水道

全 体 計 画

計画目標年次 令和２２年度 令和２２年度 令和２２年度 －

排 除 方 式 分流式・合流式 分流式 分流式 －

処理面積

処理人口 人

家庭汚水量 日 平 均 －

原 単 位 日 最 大 －

ℓ 人･日 時間最大 －

日最大汚水量 ３ 日

排 水 面 積

降 雨 強 度 式 １０ １０ １０ －

時間降雨 －

事 業 計 画

施工期間 （年度） ～ ～ ～

処理面積

処理人口 人

家庭汚水量 日 平 均 －

原 単 位 日 最 大 －

ℓ 人･日 時間最大 －

日最大汚水量 ３ 日

排水面積

降雨強度式

５ ５ １０

～ ～ －

１０ １０

時間降雨 ～ ～ －

幹線管渠延長

ポンプ場 箇所

処 理 場 箇所 － －

雨水調整池・貯留管

箇所
－ －

※全体計画の単独公共下水道原単位については、流総計画値とする。 
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第２章 業務統計 
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１．整備状況 （令和５年度末）
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   ② 雨水計画

計　画 整　備 計　画 整　備

橋   北  排 水 区 

納 　屋    　〃　 

阿 瀬 知　   〃　 

常　 磐      〃　 

合流式   　小　計  

午　 起  排 水 区 

落合長太     〃   

伊 　倉　　　〃 　

千　 歳      〃   

大井の川     〃   

塩　 浜    　〃 　

雨　 池    　〃 　

桜台第１     〃   

鹿化川第３   〃   

鹿化川第４   〃   

川 島 園　   〃   

三 滝 台　   〃   

三滝川第２   〃   

高 花 平     〃   

泊　 山    　〃 　

笹川第１     〃   

分流式   　小　計  

　　      計計

広   永  排 水 区 

富田富洲原   〃   

朝　 明      〃　 

   茂　 福　 　 〃   

   羽　 津   　 〃   

羽津茂福     〃   

阿 倉 川 　  〃 　

三 　重    　〃   

坂　 部    　〃 　

あさけが丘   〃   

八千代台     〃   

　　      計計

磯津第１ 排 水 区 

磯津第２     〃   

河 原 田     〃   

釆女が丘     〃   

南川南五味塚 〃 　

江 　川    　〃   

　　      計計

合合　　　　　　　　計計

〃

（

南
部
処
理
区
）

流
域
関
連
公
共
下
水
道

管　　渠

単

独

公

共

下

水

道

区
域

（

北
部
処
理
区

）

面　　積
排 水 区
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２２．．受受益益者者負負担担金金制制度度  

昭和３９年度から建設省令により賦課徴収を行ってきましたが、昭和４８年４月から

条例に移行し賦課徴収を行っています。

処 理 区 名 単位負担金額（１㎡当り）

流流域域関関連連（（北北部部処処理理区区））公公共共下下水水道道

富田 円 円 円 円

天ヵ須賀、茂福処理分区 円 円

羽津、三ツ谷、阿倉川処理分区 円 円 円

朝明、野田、三重処理分区 円 円

流流域域関関連連（（南南部部処処理理区区））公公共共下下水水道道

磯津、河原田東、河原田西処理分区 円 円

楠町 円

単単独独公公共共下下水水道道

日永処理区

合流地区 橋北､納屋､阿瀬知､常磐排水区 円

午起、千歳、常磐地区 円

大井の川、南部地区 円 円

川島、桜地区 円 円 円

笹川地区 円 円

桜西、鈴鹿山麓研究学園都市地区 円

高花平処理区 円

 
 
        受受益益者者負負担担金金調調定定額額 

（単位：円） 

年度 調 定 額
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３３．．下下水水道道使使用用料料

下水道の整備された区域では、四日市市公共下水道条例に基づいて、下水道使用料を徴

収しています。このうち、水道水を使用した汚水については、給水量を汚水排水量として

計算し、水道料金と同時に徴収します。また、地下水等の排水は、ポンプ能力・使用状況

の届出に基づいて排水量を認定して徴収します。 
消費税及び地方消費税の税率改定に伴い、令和元年 10 月に下水道使用料が変更となりま

した。 
 

  
（令和元年 月改定） （ か月につき）＜税込＞
汚水の種

類 下水道使用料 単 価 

一般汚水 

基本使用料 5 ㎥ まで 715.00 円  

超過使用料 

6 ㎥  ～  
30 ㎥ 

1 ㎥に
つき 187.00 円  

31 ㎥  ～ 
100 ㎥ 

1 ㎥に
つき 275.00 円  

101 ㎥  ～ 
500 ㎥ 

1 ㎥に
つき 374.00 円  

501 ㎥ ～ 1 ㎥に
つき 418.00 円  

公衆浴場の汚水  1㎥につ
き 16.50 円  

その他汚
水 

工事用 1 ㎥に
つき 418.00 円 

その他 1 ㎥に
つき 187.00 円 

 
 
 

下下水水道道使使用用料料調調定定額額 
（単位：円） 

年度 調 定 額 
３

４

５
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66．．水水洗洗便便所所改改造造資資金金融融資資ああっっせせんん利利子子助助成成制制度度  
 

宅内排水設備工事の融資を金融機関に斡旋するとともに、その利息に相当する金額を

市が負担する制度です。 
 

助成の種類 区 分 単 位 金 額 備 考

融 資 あ っ せ ん

利 子 助 成

く み 取 り 便 所

または浄化槽を

改造するとき

申請１件につき
円以内

万円単位

融資銀行より

貸付けの翌月

から60ヶ月の

元利均等で返

済する

助助成成制制度度実実績績
（単位：円）

年度
貸付金等 融資斡旋額 利子助成額

件数 金 額 件数 金 額

77．．私私道道内内へへのの共共同同排排水水管管設設置置費費補補助助制制度度  
 

私道に隣接する関係者が共同排水管を設置する場合に、補助金を交付する制度です。 
 

区 分 金 額

舗装あり 円／ｍ

舗装なし 円／ｍ

補補助助制制度度実実績績

（単位：円）

年度 件数 金 額
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88．．共共同同住住宅宅排排水水管管設設置置費費補補助助制制度度  

共同住宅は排水量が多く、周囲の環境に及ぼす影響が大きいことから、公共下水道へ直

結する排水設備と水洗便所の普及促進を図ることにより生活環境を改善することを目的に、

宅内排水設備工事費の一部を補助する制度です。

区 分 金額（供用開始後 年以内）

舗装あり 円／ｍ

舗装なし 円／ｍ

補補助助制制度度実実績績

（単位：円）

年度 件数 金 額

．．水水洗洗化化工工事事積積立立奨奨励励金金（（ららくくららくく水水洗洗化化積積立立））

事前に金融機関等で専用口座を開設して１年以上積み立てていただき、この積立金を

使って水洗化工事をした場合に奨励金が受けられる制度です（平成２３年度より施行）。

年度 申込み件数 支払い件数 支払い金額

件 件 円

件 件 円

件 件 円

．．非非課課税税世世帯帯接接続続促促進進補補助助金金

市民税非課税世帯へ工事費用の 1/2（上限額まで）を補助する制度です（平成３０

年度から施行）。 
年度 件数 金 額

件 円

件 円

件 円
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第３章 財務 
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３．事業費用分析表

（税抜き）

支 出 額 構 成 比 支 出 額 構 成 比 支 出 額 構 成 比

円 ％ 円 ％ 円 ％

給料・手当等 353,220,913 2.61 377,003,107 2.64 364,157,753 2.57

賃 金 － － － － － －

報 酬 － － － － － －

法 定 福 利 費 78,581,531 0.58 82,126,224 0.58 79,780,213 0.56

賞 与 引 当 金
繰 入 額

28,864,000 0.21 29,693,000 0.21 32,020,000 0.23

退 職 給 付
引当金繰入額

5,399,000 0.04 7,608,000 0.05 12,246,000 0.09

小　　　　計 466,065,444 3.44 496,430,331 3.48 488,203,966 3.45

1,147,886,158 8.48 1,041,597,004 7.30 968,498,860 6.84

8,536,808,052 63.05 8,667,268,532 60.77 8,793,526,892 62.11

350,675,290 2.59 526,528,305 3.69 460,198,521 3.25

278,351,191 2.06 494,027,612 3.47 445,647,179 3.15

1,594,352 0.01 1,719,420 0.01 5,654,700 0.04

29,891,267 0.22 0 0.00 0 0.00

1,005,919,068 7.43 1,274,297,726 8.94 1,406,768,733 9.93

134,427,004 0.99 116,639,189 0.82 93,490,005 0.66

1,038,956,995 7.67 1,058,737,654 7.42 1,054,219,562 7.44

550,157,475 4.06 584,761,026 4.10 442,704,721 3.13

13,540,732,296 100.00 14,262,006,799 100.00 14,158,913,139 100.00

人
 
 
件
 
 
費

動 力 費

令和３年度

減 価 償 却 費

区分　　　　　　　年度

修 繕 費

令和５年度

支 払 利 息

令和４年度

合 計

材 料 費

薬 品 費

委 託 料

工 事 請 負 費

そ の 他

負 担 金
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４．比較資本的収支計算書

（税込み）

科目　　　　　　　　年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

円 円 円

企 業 債 3,469,800,000 3,988,100,000 3,639,600,000

他 会 計 負 担 金 0 39,415,000 0

他 会 計 補 助 金 99,740,000 104,108,000 83,690,000

国 庫 補 助 金 2,486,260,385 2,708,809,745 1,873,780,580

負 担 金 及 び 分 担 金 163,885,141 141,587,442 99,252,650

固 定 資 産 売 却 代 金 34,760 0 0

収入合計 6,219,720,286 6,982,020,187 5,696,323,230

建 設 改 良 費 7,689,878,255 7,748,855,741 6,573,433,263

償 還 金 5,366,144,249 5,191,406,011 5,059,715,546

支出合計 13,056,022,504 12,940,261,752 11,633,148,809

差 引 収 支 △ 6,836,302,218 △ 5,958,241,565 △ 5,936,825,579

５．企業債の概況

令和６年３月３１日現在

借入先 未償還残高 構成比

円 ％

財 務 省 8,937,306,130 12.34

郵 政 管 理 ・ 支 援 機 構 11,493,865,825 15.86

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

52,010,506,235 71.80

合　　計 72,441,678,190 100.00
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第４章 施設 
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下水道施設一覧表
令和6年3月31日

汚水施設 合流施設 雨水施設

浄化センター　　　　　１施設 中継ポンプ場　　　　　４施設 雨水ポンプ場　　　　２０施設 雨水貯留施設　　　１０施設

小規模中継ポンプ場　１０施設 合流改善用滞水池　　　３施設 受託ポンプ場　　　　　２施設 その他　　　　　　　２施設

地下ポンプ場　　　　２２施設

◎浄化センター　　　　　１施設

施設名　　 所在地 電話番号 備考
供用
開始

日永浄化センター第２系統 寿町2-8 汚泥処理設備は月島ｼﾞｪｲﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託

日永浄化センター第３系統 大字日永1527-1 月島ﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託

日永浄化センター第４系統 日永東２丁目5 〃

日永浄化センター（焼却炉） 寿町2-8 〃

◎小規模中継ポンプ場　１０施設

施設名　　 所在地 電話番号 備考
供用
開始

智積汚水中継ポンプ場 智積町菅原3199-1

高砂ポンプ場 尾上町20-4 〃

中央ポンプ場 日永東１丁目3-1 〃

泊汚水中継ポンプ場 泊小柳町2-16 〃

釆女汚水中継ポンプ場 釆女町1846 〃 ※制御は流入ゲートのみ

南部第１中継ポンプ場 松泉町１ 〃

南部第２中継ポンプ場 宮東町２丁目60 〃

磯津中継ポンプ場 大字塩浜3053-2

海山道汚水中継ポンプ場 海山道町３丁目117-2

波木汚水中継ポンプ場 波木町580-3 〃

◎中継ポンプ場　　　　　４施設

施設名　　 所在地 電話番号 備考
供用
開始

橋北ポンプ場 新浜町17-45

納屋ポンプ場 浜町5-15 〃

阿瀬知ポンプ場 西末広町1-17 〃

常磐ポンプ場 曙町28-1 〃

常磐ポンプ場（落合バイパス流入口） 曙町25 〃

◎合流改善用滞水池　　　３施設

施設名　　 所在地 電話番号 備考
供用
開始

橋北滞水池 新浜町 月島ﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託

納屋滞水池 浜町 〃

阿瀬知・常磐貯留管 北浜田町，十七軒町，新正 〃

＜参考＞用途廃止済施設

施設名 所在地 供用開始 適   用

川島園中継ポンプ場 川島町5930-317 S50年度 R1年度末廃止

桜ヶ丘中継ポンプ場 桜町6618-56 S49年度 R2年度末廃止

工場排水機場（サンワ化成㈱、江南化工㈱） 楠町北五味塚1207-2 S45年度 R4年度末廃止

遠方制御（日永浄化センター第２系統）
月島ﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託

遠方制御（日永浄化センター第２系統）
月島ﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託

遠方監視（雨池ポンプ場）
(株)東産業へ委託
警報装置（日永浄化センター第２系統）
月島ﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託
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下水道施設一覧表
令和6年3月31日

◎雨水ポンプ場　　　　２０施設

施設名　　 所在地 電話番号 備考
供用
開始

朝明ポンプ場 川越町高松1479 (株)四日市市生活環境公社へ委託

新富洲原ポンプ場 富双二丁目 〃 （四日市港管理組合との共有施設）

茂福ポンプ場 富田浜町29-24 〃

白須賀ポンプ場 白須賀三丁目974 〃

羽津ポンプ場 大字羽津甲2690-6 〃

旧羽津ポンプ場 大字羽津甲2690-6 〃

午起ポンプ場 午起３丁目18-16 〃

野田排水機場 野田１丁目4-2 〃

朝日町ポンプ場 西末広町1-17 月島ﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託

落合ポンプ場 寿町480 (株)四日市市生活環境公社へ委託

落合ポンプ場（河川側流入口） 曙町２丁目4 〃

雨池ポンプ場 大字六呂見1606-1 〃

旧雨池ポンプ場 大井の川町１丁目 〃

大井の川ポンプ場 大浜町１ 〃

塩浜第１ポンプ場 塩浜町1-35 〃

塩浜第２ポンプ場 塩浜町１ 〃

塩浜第３ポンプ場 塩浜町１ 〃

磯津第１ポンプ場 大字塩浜3001 〃

磯津第２ポンプ場 大字塩浜2429-3 〃

河原田ポンプ場 河原田町字鎌田1797-2 〃

新南五味塚ポンプ場 楠町南五味塚字中島1540 〃

吉崎ポンプ場 楠町吉崎83-1 〃

内堀ポンプ場 貝塚町160-9 地元操作員へ委託

◎受託ポンプ場　　　　　２施設

施設名　　 所在地 電話番号 備考
供用
開始

河原田排水機場 内堀町東浦地先 国→市→地元操作員へ委託

豊栄樋門排水機場 富田浜元町 港→市→㈱四日市市生活環境公社へ委託（四日市港管理組合の所有施設）

◎地下ポンプ場　　　　２２施設

施設名　　 所在地 電話番号 備考

富田浜元地下ポンプ場 富田浜元町1760 月島ﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託

富田浜元第２地下ポンプ場 富田浜元町1761 〃

富田浜地下ポンプ場 富田浜町2266 〃

富田浜第２地下ポンプ場 富田浜町4-9 〃

茂福北村地下ポンプ場 南富田町33 〃

三滝通り地下ポンプ場 元新町6 〃

三滝通り第２地下ポンプ場 諏訪町15 〃

本町地下ポンプ場 本町 〃

安島地下ポンプ場 安島２丁目5-3 (株)東産業へ委託

浜田地下ポンプ場 北浜田町 月島ﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託

八剣地下ポンプ場 赤堀３丁目 〃

新正地下ポンプ場 新正４丁目62-1 〃

納屋運河地下ポンプ場 尾上町 (株)東産業へ委託

大井の川地下ポンプ場 大井の川町１丁目3844-3 月島ﾃｸﾉ・親和電機共同企業体へ包括委託

塩浜地下道地下ポンプ場 馳出町１丁目53 〃

磯津第３地下ポンプ場 大字塩浜 〃

磯津第６地下ポンプ場 大字塩浜 〃

小倉新田地下ポンプ場 楠町小倉 〃

吉崎地下ポンプ場 楠町吉崎 〃

富田浜元町２８区画地下ポンプ場 富田浜元町 〃

六呂見排水路排水ポンプ 大字六呂見 下水維持課所管

霞ヶ浦南部排水路排水ポンプ 大字羽津 〃

◎雨水貯留施設　　　　１０施設

施設名　　 電話番号 所在地
供用
開始

諏訪公園雨水調整池（貯水量 20,400m3） 諏訪栄町22

富田二丁目雨水調整池（貯水量 400.00m3） 富田二丁目

阿瀬知雨水１号幹線排水施設（貯水量 14,200m3） 朝日町

中央通り貯留管排水施設（貯水量11,000m3) 三栄町

富田四丁目雨水調整池（貯水量 654.01m3） 富田四丁目

別名六丁目雨水調整池（貯水量 647.76m3） 別名六丁目

日永西一丁目雨水調整池（貯水量 845.12m3） 日永西一丁目

西阿倉川調整池（貯水量 500.00m3） 西阿倉川

泊ヶ丘調整池（貯水量 9,130m3） 泊村

浜田通り貯留管排水施設（貯水量 15,290m3） 昌栄町

◎その他　　　　　　　２施設

施設名　　 電話番号 所在地
供用
開始

富田・富洲原雨水１号幹線施設（除塵機設備） 富田一色町

富田・富洲原雨水１号幹線施設（水処理施設） 東富田町
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浄化センター一覧表

日永浄化センター

（面積　81,700㎡）

第１系統 ― ― （H28.5末廃止） ―

（寿町） (処理能力8,600㎥/日)

第２系統 標準活性汚泥法 標準活性汚泥法

（寿町）

第３系統 標準活性汚泥法 標準活性汚泥法

（大字日永）

第４系統 凝集剤併用型 凝集剤併用型

（日永東二丁目） ステップ流入式 ステップ流入式

多段硝化脱窒法 多段硝化脱窒法

＜参　考＞  用途廃止済施設

施設名称 供用開始 能力　m3/日

朝明浄化センター Ｓ４１.５.１

高花平浄化センター Ｓ３７.４.１

中部浄化センター Ｓ４８.８.２１

坂部浄化センター Ｓ４４.７.１

泊山浄化センター Ｓ４５.７.１

備考

令和6年3月31日

施設名称 供用開始

事業計画 現有能力

処理方式
処理能力

/日 最大)
処理方式

処理能力

/日 最大)

平成６年度末廃止

平成８年度末廃止

平成７年度末廃止

平成16年度末廃止

平成17年度末廃止
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ポンプ場一覧表
公共下水道施設

中継ポンプ場（合流式）

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機
および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

汚水№1 竪型うず巻 クボタ モーター 東芝 自動

汚水№2 竪型うず巻 クボタ モーター 東芝 自動 ４台の内

汚水№3 竪型うず巻 クボタ モーター 日立 自動 いずれか３台

雨水№4 竪型斜流 クボタ モーター 日立 自動

雨水№5 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№6 竪型斜流 石垣 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№7 水中 荏原 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№8 水中 荏原 内蔵水中モーター 自動 ○

吐出量（小計）

汚水 台

雨水 台

汚水№1 水中 アイム 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2 水中 アイム 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№3 竪型斜流 日立 モーター 日立 自動 ○

汚水№4 竪型斜流 日立 モーター 日立 自動 ○

汚水№5 水中 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№6 水中 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№1 竪型軸流 日立 モーター 日立 自動 ○

雨水№2 竪型軸流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 横型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

吐出量（小計）

汚水 台

雨水 台

汚水№1 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2 竪型斜流 日立 モーター 日立 自動 ○

汚水№3 竪型斜流 日立 モーター 日立 自動 ○

汚水№4 竪型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№1 水中 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№2 横型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 横型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№4 横型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№5 水中 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

吐出量（小計）

汚水 台

雨水 台

汚水№2 竪型うず巻 酉島 モーター 明電舎 自動 ２台の内

汚水№3 竪型うず巻 酉島 モーター 明電舎 自動 いずれか１台

雨水№1 竪型斜流 酉島 モーター 明電舎 自動 ２台の内

雨水№2 竪型斜流 酉島 モーター 明電舎 自動 いずれか１台

雨水№3 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№4 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№5 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№6 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

吐出量（小計）

汚水 台

雨水 台

施設数 施設

ポンプ台数・吐出量

汚水 台

雨水 台

計 台

名称

小
計

ポンプ型式

常
磐
ポ
ン
プ
場

令和6年3月31日

橋
北
ポ
ン
プ
場

阿
瀬
知
ポ
ン
プ
場

納
屋
ポ
ン
プ
場

原動機 動力
完成年度
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ポンプ場一覧表
公共下水道施設

小規模中継ポンプ場

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

汚水№1 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№3

汚水№4

吐出量（小計）

汚水 台

汚水№1 ブレードレス 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2

汚水№3 ブレードレス 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№1 竪型斜流 三菱 モーター 三菱 自動 ○

雨水№2 竪型斜流 鶴見 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3

吐出量（小計）

汚水 台

雨水 台

汚水№1 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№3 水中 内蔵水中モーター

汚水№4 水中 内蔵水中モーター

吐出量（小計）

汚水 台

汚水№1 水中 鶴見 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2 水中 鶴見 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№3 水中 鶴見 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№4 水中 鶴見 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№5 水中 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№6(揚水) 水中 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№7(揚水) 水中 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№8(揚水) 水中 日立 内蔵水中モーター 自動 ○

バイパス用 水中 鶴見 内蔵水中モーター 自動

吐出量（小計）

汚水 台 （揚水ポンプは除く）

令和6年3月31日

動力
完成年度

計画

計画

中
継
ポ
ン
プ
場

泊
汚
水

中
央
ポ
ン
プ
場

計画

計画

原動機名称 ポンプ型式

計画

高
砂
ポ
ン
プ
場

計画

中
継
ポ
ン
プ
場

智
積
汚
水
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ポンプ場一覧表
公共下水道施設

小規模中継ポンプ場

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

令和6年3月31日

動力
完成年度

原動機名称 ポンプ型式

汚水№1 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 ○

吐出量（小計）

汚水 台

汚水№1 水中 クボタ 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2 水中 クボタ 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№3 水中 クボタ 内蔵水中モーター 自動 ○

吐出量（小計）

汚水 台

汚水№1 水中 石垣 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2 水中 石垣 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№3 水中 石垣 内蔵水中モーター 自動 ○

吐出量（小計）

汚水 台

圧送№1 吸込渦巻型 荏原 モーター 東芝 自動 ２台の内

圧送№2 吸込渦巻型 荏原 モーター 東芝 自動 いずれか１台

真空№1 ﾛｰﾀﾘｰﾍﾞｰﾝ型 モーター 三菱 自動

真空№2 ﾛｰﾀﾘｰﾍﾞｰﾝ型 モーター 三菱 自動 ４台の内

真空№3 ﾛｰﾀﾘｰﾍﾞｰﾝ型 モーター 三菱 自動 いずれか３台

真空№4 ﾛｰﾀﾘｰﾍﾞｰﾝ型 モーター 三菱 自動

吐出量（小計）

汚水 台 （真空ポンプは除く）

汚水№1 水中 クボタ 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№2 水中 クボタ 内蔵水中モーター 自動 ○

汚水№3 水中 クボタ 内蔵水中モーター 自動 ○

吐出量（小計）

汚水 台

汚水№1 水中 新明和 乾式水中形誘導電動機 自動 ○

汚水№2 水中 新明和 乾式水中形誘導電動機 自動 ○

汚水№3 水中 新明和 乾式水中形誘導電動機 自動 ○

吐出量（小計）

汚水 台

施設数 施設

ポンプ台数・吐出量（中央ポンプ場揚水ポンプ及び磯津中継ポンプ場真空ポンプを除く）

汚水 台

雨水 台

小
計

釆
女
汚
水

中
継
ポ
ン
プ
場

磯
津
中
継
ポ
ン
プ
場

南
部
第
２
中
継
ポ
ン
プ
場

中
継
ポ
ン
プ
場

海
山
道
汚
水

南
部
第
１
中
継
ポ
ン
プ
場

波
木
汚
水

中
継
ポ
ン
プ
場
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ポンプ場一覧表
公共下水道施設

雨水貯留施設

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

雨水№1 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 №1は

雨水№2 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 可搬式発電機

雨水№3 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動

雨水№4 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 取付可能

貯水量

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 水中 鶴見 内蔵水中モーター

雨水№2 水中 鶴見 内蔵水中モーター

貯水量

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 可搬式発電機

雨水№2 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動

雨水№3 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 取付可能

貯水量 L=1932.94(φ3000)

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 水中 荏原 内蔵水中モーター 自動 可搬式発電機

雨水№2 水中 荏原 内蔵水中モーター 自動

雨水№3 水中 荏原 内蔵水中モーター 自動 取付可能

貯水量 L=554(φ5000),L=230(φ800)

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 水中 鶴見 内蔵水中モーター

雨水№2 水中 鶴見 内蔵水中モーター

雨水№3 水中 鶴見 内蔵水中モーター

雨水№4 水中 鶴見 内蔵水中モーター

貯水量

吐出量（小計）

雨水 台

令和6年3月31日

自動
交互

自動
交互

原動機名称 ポンプ型式 動力
完成年度

自動
交互

阿
瀬
知
雨
水
１
号
幹
線

排
水
施
設

富
田
二
丁
目

調
整
池

諏
訪
公
園
雨
水
調
整
池

中
央
通
り
貯
留
管

排
水
施
設

富
田
四
丁
目
調
整
池

− 110 −



ポンプ場一覧表
公共下水道施設

雨水貯留施設

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

令和6年3月31日

原動機名称 ポンプ型式 動力
完成年度

雨水№1 水中 鶴見 内蔵水中モーター

雨水№2 水中 鶴見 内蔵水中モーター

貯水量

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 水中 鶴見 内蔵水中モーター

雨水№2 水中 鶴見 内蔵水中モーター

貯水量

吐出量（小計）

雨水 台

貯水量

※下水維持課の維持管理施設

貯水量

※下水維持課の維持管理施設

雨水№1 水中 太平洋機工 電動機 自動 可搬式発電機

雨水№2 水中 太平洋機工 電動機 自動

排砂 水中 太平洋機工 電動機 自動 取付可能

貯水量 L=1028(φ4350)

吐出量（小計）

雨水 台

施設数

施設

貯水量

ポンプ台数・吐出量

雨水 台

別
名
六
丁
目

調
整
池

自動
交互

自動
交互

西
阿
倉
川

調
整
池

泊
ヶ

丘

調
整
池

小
計

日
永
西
一
丁
目

調
整
池

浜
田
通
り
貯
留
管

排
水
施
設
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ポンプ場一覧表
公共下水道施設

合流改善用滞水池

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機
および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

汚水№1 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動

汚水№2 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動

貯水量

吐出量（小計）

汚水 台

貯水量

汚水№1 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動

汚水№2 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動

貯水量

吐出量（小計）

汚水 台

施設数

施設

滞水池貯水量

ポンプ台数・吐出量

汚水 台

小
計

納
屋

滞
水
池

橋
北
滞
水
池

動力
完成年度

令和6年3月31日

阿
瀬
知
・
常
磐

貯
留
管

名称 ポンプ型式 原動機
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ポンプ場一覧表
公共下水道施設

雨水ポンプ場

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

雨水№1 竪型斜流 荏原 モーター 東芝

（モーター・エンジン両掛駆動） ディーゼルエンジン 新潟

雨水№2 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン 新潟 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン 新潟 自動 ○

雨水№4 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン 新潟 自動 ○

雨水№5 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン 新潟 自動 ○

雨水№6 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン 新潟 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型軸流 酉島 モーター 明電舎 自動

雨水№2 横型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 クボタ ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№4 コラム水中 石垣 コラム式水中モーター 自動 ○

雨水№5 コラム水中 石垣 コラム式水中モーター 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 酉島 モーター 富士電機 自動 ○

雨水№2 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№4 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

工排№1 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動

工排№2 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動

工排№3 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 酉島 モーター 富士電機 自動

雨水№2 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№4 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№5 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

（旧ポンプ場）

雨水№1 横型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 手動 ○

雨水№2 横型軸流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 手動 ○

雨水№3 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 石垣 モーター 富士電機 自動 ○

雨水№2 竪型斜流 石垣 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 石垣 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 コラム水中 石垣 コラム式水中モーター 自動 ○

雨水№2 コラム水中 石垣 コラム式水中モーター 自動 ○

雨水№3 水中 鶴見 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№4 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№5 水中 クボタ 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№6 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№7 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 ○

＊（雨水№7水中ポンプの製作年は平成６年以前）

吐出量（小計）

雨水 台

令和6年3月31日

○自動

動力
完成年度

午
起
ポ
ン
プ
場

朝
日
町
ポ
ン
プ
場

原動機名称 ポンプ型式

新
富
洲
原
ポ
ン
プ
場

羽
津
ポ
ン
プ
場

茂
福
ポ
ン
プ
場

白
須
賀
ポ
ン
プ
場

− 113 −



ポンプ場一覧表
公共下水道施設

雨水ポンプ場

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

令和6年3月31日

動力
完成年度

原動機名称 ポンプ型式

雨水№1

雨水№2

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1

雨水№2

雨水№3

雨水№4

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 粟村 モーター 富士電機 自動 ○

雨水№2 竪型斜流 粟村 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 粟村 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№4 竪型斜流 粟村 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№5 竪型斜流 粟村 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№6 竪型斜流 粟村 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 荏原 モーター

（モーター・エンジン両掛駆動） ディーゼルエンジン ヤンマー

雨水№2 竪型斜流 荏原 モーター

（モーター・エンジン両掛駆動） ディーゼルエンジン ヤンマー

雨水№3 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン 新潟 自動 ○

雨水№4 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン 新潟 自動 ○

雨水№5 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン 新潟 自動 ○

（旧ポンプ場）

雨水№1 竪型軸流 日立 モーター 日立 手動

雨水№2

雨水№3 横型軸流 荏原 モーター 日立 自動 ○

雨水№4

雨水№5 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№6 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 粟村 モーター 富士電機 自動 ○

雨水№2 竪型斜流 粟村 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 粟村 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雑排 水中 粟村 モーター 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 日立 モーター 日立 自動

雨水№2 竪型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

○

○

H28廃止

H28廃止

自動

自動

大
井
の
川
ポ
ン
プ
場

塩
浜
第
１
ポ
ン
プ
場

阿
瀬
知
第
２
ポ
ン
プ
場

落
合
ポ
ン
プ
場

雨
池
ポ
ン
プ
場

計画

計画

千
歳
ポ
ン
プ
場

計画

計画

計画

計画
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ポンプ場一覧表
公共下水道施設

雨水ポンプ場

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

令和6年3月31日

動力
完成年度

原動機名称 ポンプ型式

雨水№1 横型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№2 横型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3

雨水№4

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 クボタ モーター 自動

雨水№2 竪型斜流 電業社 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 クボタ ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 酉島 モーター 東芝 自動 ○

雨水№2 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 酉島 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№2 竪型斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 立軸斜流 荏原 モーター 東芝 自動 ○

雨水№2 立軸斜流 荏原 ディーゼルエンジン 三菱 自動 ○

雨水№3 立軸斜流 荏原 ディーゼルエンジン 三菱 自動 ○

雨水№4 立軸斜流 荏原 ディーゼルエンジン 三菱 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 竪型斜流 荏原 モーター 自動 ○

雨水№2 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

雨水№1 立軸斜流 日立 モーター 日立 自動 〇

雨水№2 立軸斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 〇

雨水№3 立軸斜流 日立 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 〇

雨水№4

雨水№5

雨水№6

吐出量（小計）

雨水 台

施設数 施設

ポンプ台数・吐出量

雨水 台

新
南
五
味
塚

ポ
ン
プ
場

吉
崎
ポ
ン
プ
場

計画

計画

塩
浜
第
２

ポ
ン
プ
場

小
計

塩
浜
第
３
ポ
ン
プ
場

磯
津
第
１
ポ
ン
プ
場

磯
津
第
２

ポ
ン
プ
場

河
原
田
ポ
ン
プ
場

計画

計画

計画
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ポンプ場一覧表
都市下水路施設および一般排水路施設

雨水ポンプ場

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

（都市下水路施設）

（１号棟）

雨水№1 竪型斜流 電業社 モーター 東芝三菱 自動 ○

雨水№2 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№3 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

雨水№4 竪型斜流 荏原 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

（２号棟）

雨水№5 竪軸斜流 クボタ ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№6 竪軸斜流 クボタ ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

雨水№7 竪軸斜流 クボタ ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

（一般排水路施設）

雨水№1 水中 鶴見 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№2 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№3 横型軸流 粟村 ディーゼルエンジン ヤンマー 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

（一般排水路施設）

雨水№1 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№2 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 ○

雨水№3 水中 酉島 内蔵水中モーター 自動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

施設数（都市下水路施設） 施設

施設数（一般排水路施設） 施設

ポンプ台数・吐出量（都市下水路施設）

雨水 台

ポンプ台数・吐出量（一般排水路施設）

雨水 台

令和6年3月31日

動力

小
計

野
田
排
水
機
場

内
堀
ポ
ン
プ
場

ポンプ型式

朝
明
ポ
ン
プ
場

名称
完成年度

原動機
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ポンプ場一覧表
国土交通省所管施設（受託事業）

河川排水機場

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

雨水№1 竪型斜流 三菱 ディーゼルエンジン ヤンマー 手動 ○

雨水№2 竪型斜流 三菱 ディーゼルエンジン ヤンマー 手動 ○

吐出量（小計）

雨水 台

四日市港管理組合所管施設（受託事業）
高潮対策排水機場

種類 ポンプ 口径 吐出量 原動機 運転 自家発電機

および№ メーカー ㎜ メーカー ポンプ 原動機 方式 対象ポンプ

雨水№1 水中 荏原 内蔵水中モーター 自動

雨水№2 水中 荏原 内蔵水中モーター 自動 ５台の内

雨水№3 水中 荏原 内蔵水中モーター 自動 いずれか４台

雨水№4 水中 荏原 内蔵水中モーター 自動

雨水№5 水中 新明和 内蔵水中モーター 自動

雨水№6 横型斜流 鶴見 ディーゼルエンジン ダイハツ 自動 ○

＊雨水№5は市所有設備

吐出量（小計）

雨水 台

施設数 施設

ポンプ台数・吐出量

雨水 台

令和6年3月31日

豊
栄
樋
門
排
水
機
場

完成年度
原動機 動力

河
原
田
排
水
機
場

原動機 動力

名称 ポンプ型式

ポンプ型式
完成年度

名称

小
計
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ポンプ場一覧表
地下ポンプ場

ポンプ 口径 吐出量 総吐出量 可搬式
メーカー ㎜ 発電機容量

（公共下水道区域内施設） ＊全て、自動運転可能

富田浜元地下ポンプ場 水中 新明和

富田浜元第２地下ポンプ場 水中 鶴見

富田浜地下ポンプ場 水中 新明和

富田浜第２地下ポンプ場 水中 新明和

茂福北村地下ポンプ場 水中 新明和

水中 荏原

安島地下ポンプ場 水中 新明和 60(1台分)

三滝通り地下ポンプ場 水中 久保田

三滝通り第２地下ポンプ場 水中 久保田

納屋運河地下ポンプ場 水中 鶴見

水中 鶴見

本町地下ポンプ場 水中 鶴見

浜田地下ポンプ場 水中 新明和

水中 新明和

八剣地下ポンプ場 水中 新明和 210(定置)

新正地下ポンプ場
水中（№1） 鶴見

水中（№2） 荏原

大井の川地下ポンプ場 水中 新明和

塩浜地下道地下ポンプ場 水中 鶴見

磯津第３地下ポンプ場 水中 鶴見 60(37kw非常用)

磯津第６地下ポンプ場 水中 鶴見

富田浜元町２８区画地下ポンプ場 水中 鶴見

六呂見排水路排水ポンプ
※下水維持課の維持管理施設 水中 鶴見

施設数（公共下水道区域内施設） 施設

ポンプ台数・吐出量

雨水 台

（一般排水路施設） ＊全て、自動運転可能

小倉新田地下ポンプ場 水中 鶴見

吉崎地下ポンプ場 水中 荏原

霞ヶ浦南部排水路排水ポンプ
※下水維持課の維持管理施設 水中 新明和

施設数（一般排水路施設） 施設

ポンプ台数・吐出量

雨水 台

施設数 施設

ポンプ台数・吐出量

雨水 台

令和6年3月31日

完成年度動力/台名称 ポンプ型式台数
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ポンプ場集計表

台数 台数 台数

中継ポンプ場

小規模中継ポンプ場

公共下水道施設 雨水ポンプ場

雨水貯留施設

合流改善用滞水池

地下ポンプ場

都市下水路施設 雨水ポンプ場

雨水ポンプ場

地下ポンプ場

受託施設 排水機場

合計

＊計画、建設中のものは除く。

ポンプ場集計表（まとめ）

台数 台数 台数

中継ポンプ場

小規模中継ポンプ場

雨水ポンプ場

受託ポンプ場

雨水貯留施設

合流改善用滞水池

地下ポンプ場

合計

＊計画、建設中のものは除く。

全体

令和6年3月31日

汚水ポンプ

汚水ポンプ

一般排水路施設

ポンプ計 雨水ポンプ
施設数

施設数
ポンプ計 雨水ポンプ
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